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■提案タイトル名 

タイトル名 心拍数測定システム 
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■提案概要                                           
※印：複数選択可能 

利用分野※ □農業・漁業 □防犯・防災 □環境・エコ □建設・保全 ■医療・介護 □他（       ） 

アイデア概要 

（200文字以内） 

Arduino+3G シールドと、パルスセンサを用いて、走っているときの心拍数の値を、Web サイト（Xively）

を用いてグラフで見ることができる。Web サイトを用いるため、ほぼリアルタイムでパソコンやスマー

トフォンで、使用者の心拍数を確認できる。また測定値が設定値を超えると、メールが送られる。なお、

flag を用いるので、連続してメールが送られることはない。 

■利用するセンサ類・他部品やインターネット側の利用サーバ 

利用マイコン ■Arduino（ UNO  ） □GR-SAKURA □独自互換機（         ） 

利用部品群 pulse sensor ,電池ボックス 

利用サーバ ■Web サーバ ■メールサーバ □ftp サーバ ■クラウドサーバ □他（         ） 

■提案アイデア・ポイント（箇条書きにて：利用者、メリット、従来品との優位点など） 

・走りながら心拍数をはかることができる 

・心拍数をグラフで記録できる 

・ほぼリアルタイムで心拍数の値がわかる 

・スマートフォンやパソコンでグラフを見ることができる 

・心拍数が設定値以上になった時にメールが送られる。なお、設定値は自由に設定できる 

・メールが連続して送られない 

・消耗品は電池だけなので、使うたびにかかる費用はほとんどない 

・大人から子供まで年齢層幅広く、利用できる 

・体調、健康管理ができる 

 

 

■必須：応募作品ビデオ（２~５分程度のビデオ：mov・MVIファイルなどを送付：） 
  応募作品は、メール送付または youtube などでアドレスによる応募受け付け 

（ただし事務局側でダウンロードできるものに限る） 

■その他提案概要図あれば添付のこと（１～5ページまで） 
 マイコン側とインターネットによるサーバ側の処理の流れが分かるようにすること 
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1. 概略構成図と動作の説明 

 図 1 は心拍数計測システム概略構成図である。 

 このシステムは心拍数を計測すること、測定値が設定値に達した時に測定値と警告文を電子メールで送り、受信者に通

知すること、これらの二つを担っている。心拍センサを首筋に設置し、心拍数を計測する。Arduino と 3G シールドと電

池ボックスの三点セットはウエストポーチ等に入れ、一つにまとめておく。心拍センサはケーブルでつないでいるので、

首筋からある程度離れた所にウエストポーチ等を置くことができる。そのため、首元に重さがかかることはない。 

 心拍数が高まり、走っている途中でいきなり倒れても、測定値が危険値に達した時に電子メールが自然に送られるので、

危険をすぐに知らせることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1心拍数計測システム概略構成図 

心拍数の値が設定値を超えたとき、心拍数のデータがWeb

サーバからメールサーバを経由して、メールで送られる。 

メールサーバ 
一定時間ごとに心拍センサの

値をおくり、グラフ化する。 

設置場所の理由 

心拍センサは、でつないでいるので、人間が動いて

いる間、比較的ケーブルが動かない首元につける。 

(Arduinoからケーブルが抜けないようにするため) 

データ送信 データ受信 

Arduino使用中 

計測中 

 

 

 

 

 

 

Arduino＋3Gシールド 電池ボックス 

ポイント 

心拍数を数字で見るのではなく、値の

変化が一目で分かるように、クラウドサ

ーバー（Xively）を用いてグラフ化する。 

Webサーバ（ＷｅｂＣｒｏｗ） 

パルスセンサ 
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2.使用するセンサと接続 

 図 2 が使用するセンサと接続図である。 

・Arduino UNO(Arduino.CC) 

・3G シールド(Tabrain) 

・心拍センサ SFE-SEN-11574(SWITCH SCIENCE) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.概略フローチャート 

 図 3 は心拍数測定システムの概略フローチャートである。 

 Flag を用いることで、連続してメールが送られないようにしている。なお、Flag が true の時メールを送ることができ

る。しかし、このプログラムだけでは“連続してメールを送らない”という目的を達することはできない。なぜなら心拍数

は、運動中に常に一定であるはずがなく、変動するので、設定値で Flag を false から true に変更するプログラムだと、

心拍数が設定値周辺で上下すると、メールが連続して送られてしまう。そのため、測定値が設定値よりある程度低い値に

なった時、Flag を false から true に変更するプログラムにした。今回は設定値より“－10”下回った場合に Flag を false

から true に変更するようにした。なお、なぜ Flag を“設定値－10”の時、true にするのかについてはあくまで目安とし

て定めた値である。 

たとえば、使用者は現在走っており、“設定値が 150”とする場合で考えてみる。心拍数が設定値未満、つまり心拍数が

150 未満の時にメールを送り、同時に flag を false から true に変更する場合のことである。使用者の心拍数が走り始め

てから初めて 150 超えたら、メールが送られ、使用者が走るペースを落とし、測定値が 157、154、152、149 と心拍

数の値が低下していき、設定値をしたまわるとする。すると flag が false から true に変化しメールを送ることが可能に

なる。この後も走り続けると、心拍数が 146、148、151、156、157、154、153、151、147、151、147、150…と

なったとすると、この時メールが 2 通も送られてしまう。つまり、図 4 のような悪循環が発生してしまう。この悪循環

により連続してメールをおくられないように、心拍数がある程度低くなった時に Flag を false から true に変更する。 

 心拍数は flag の true、false のいずれの状態でもクラウド(Xively)に送られるので、心拍数のデータが送られない場合

はない。 
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スイッチＯＮ 

心拍数計測 

データ送信 

② 

条件② 

・flag = true 

かつ 

・設定値＜測定値 

メール送信 

Flag = false 

Flag = true 

ᶫ 3  

  

条件① 

・flag = false 

かつ 

・設定値－10＞測定値 

NO  

NO  

ὑΙ 10  

̓ Ⱳ ὑΙ

ק ̲↓

 

10 Ι  

ὄ ὑ  

Flag = true 
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ビデオ作品： 

http://youtu.be/DZnXSXrzTpQ  

 

心拍数が 

150を超える 

メール送信 

ペースを落
とす

(149[bps]) 

心拍数が 

150未満 

ペースを上
げる

(151[bps]) 

図 4 悪循環のパターン 

の記号があるとき、メールが送

信される。 
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